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プレ冬合宿 

冬合宿 

10 月 

頸城山域   鍋倉谷 

山梨県   瑞牆山 

西上州   荒船山 

北アルプス 八峰キレット 

八ヶ岳   1 年生山行 

北アルプス 餓鬼岳 

北アルプス 穂高岳 

11 月 

小川山   烏帽子岩左稜線 

明星山 マルチピッチクライミング 

妙義山  木戸壁/相馬岳北稜 

12 月 

富士山   吉田ルート 

八ヶ岳 裏同心ルンゼ/小同心 

北アルプス 唐松岳八方尾根 

八ヶ岳   ジョウゴ沢アイス 

八ヶ岳  赤岳主稜/中山尾根 

北アルプス  霞沢岳 

八ヶ岳    広河原沢右俣 

南アルプス 尾勝谷右俣アイス 

1 月 

中央アルプス 宝剣岳極楽尾根 

北アルプス  白沢天狗岳 

北アルプス  常念岳東尾根 

八ヶ岳    北八ヶ岳 

八ヶ岳    天狗尾根 

頸城山域   妙高山 

北アルプス  七倉岳南尾根 

 

城ヶ崎海岸事故 
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プレ冬 

＜日程＞ 

2021 年 11 月 27 日～2021 年 11 月 29 日 

 

＜メンバー＞ 

竹田(4)、川地(4/L)、大島(3)、河内(3)、坂

井(3)、加藤(1)、和田(1) 

 

＜行動記録＞ 

1 日目 天気：雪 

9:00 とおみ駅 

9:55 リフト頂上駅 

10:05 地蔵の頭 

14:40 馬の背二ノ髪付近 引き返す 

15:00 馬の背一ノ髪付近幕営 

 

今年は例年よりも雪が多いためスキー場は

11 月 25 日からオープンしていた。新谷先

生のご厚意によりゴンドラの往復券を頂き、

無料で使わせて頂いた。リフト頂上駅以降

は本格的なラッセルになり、新雪が非常に

多かったため最低でも腰ラッセルとなった。

地蔵の頭から少し下った所で社会人パーテ

ィーに追いつき、その場の流れで一緒にラ

ッセルすることとなった。1 年生は初めて

のラッセルが腰～胸のラッセルとなり、体

力的に非常にしんどそうだった。小遠見山

を目指して頑張ったが時間的に厳しかった

ため、二ノ髪付近で引き返し、一ノ髪付近で

雪訓できそうなスペースがあったので、そ

の近辺をテン場とした。 

 

2 日目 天気：晴れ 

5:00 起床 

6:30 訓練開始 

14:40 訓練終了 

 

訓練の流れは、クロスサーチ→シミュレー

ション→埋没訓練という流れで行った。1年

生の人数が少なく上級生の人数が飽和して

いたため、上級生(特に 3、4 年生)も自然に

訓練に参加できた。そういう意味では非常

に充実していたと思う。1 年生の掘り出し

スピードがやや遅いことが心残りであった。

ちなみに埋没訓練では、昨年埋まってなか

った内藤と 1 年生全員が埋まった。 

 

3 日目 天気：曇り 

（先発） 

3:00 起床 

3:35 幕営地発 

4:30 アルプス平駅 

5:00 エスカルプラザ 

（本隊） 

4:00 起床 

6:35 訓練開始 

7:30 訓練終了 

8:05 幕営地発 

8:50 地蔵の頭 

8:55 リフト頂上駅 

9:30 とおみ駅 

 

前日の 1 年生の掘り出しに技術に心残りが

あったので、2 隊に分かれて、捜索から掘り

出しまでの訓練を行った。先発と後発で分

かれているのは、大島と坂井が授業の関係

で早めに下山しなければいけないからであ

る。 
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＜反省＞ 

竹田（4） 

今年度のプレ冬は 4 年間を通じて最も積雪

量が多く、特に支障なく開催できた。ラッセ

ルも半端ではなく、常時腰以上、斜度によっ

てはオーバーヘッドラッセルになるほどで、

小遠見山手前、馬の背二ノ髪まで到達、その

後下って少々広めの稜線上に幕営した。総

括としては、全体的にビーコンサーチの精

度の低さが目立った。私自身、かなり精度が

低く、会のリーダーとして情けない姿を露

呈してしまい申し訳なかった。また、新雪で

軽く締まりのない雪だったため掘り出し・

埋没ともにその苦しさを体験するのには

少々物足りない感も否めない。特に掘り出

しに関して、ブロック状に切り出して掘る

という基礎的な動作を体得させることがで

きなかったのが残念だ。訓練の雰囲気もも

っと引き締まった緊張感のあるものにでき

るはずだしそうすべきだ。リーダーとして

どこか不完全燃焼感のあるプレ冬になって

しまったというのが正直な感想だが、きっ

とその要因の大部分を占めるのはクロスサ

ーチを外しまくるなどといった自分の至ら

なさから来るものだと思う。 

以下、来年度以降につながる反省点・改善点

を列挙する。 

・プレ冬では一年生に天気図を描かせるこ

とより生活の流れを身に着けてもらうこと

を優先した方が良い。結局何もせずに終わ

ってしまってはこの合宿の意味がない。 

・複数埋没の際のフラグ機能の説明を忘れ

ない。また、会として、まず一人に集中する

という方針を確認すると良い。 

・訓練はケツの時間を適正に設定した上で、

徹底的にそれを守るように運営していく。

今回はとてもスムーズに運営が流れて充実

した内容となった。訓練中のこまめな休憩

も必須。 

・ゴンドラリフトを下りてからの指示の少

なさが目立った。はじめてで何もわからな

い一年生に対する指示や配慮の意識を上級

生は常に持っておくべきだ。 

さて、今年もどうやらなかなかよさそうな

ラニーニャが来ているらしい。年度末の奥

大日-剱岳の総決算合宿を見据えて、会全体

として着実なステップアップを図っていき

たい。まずは冬合宿・早月尾根。丁寧に取り

組んでいこう。 

 

川地（4） 

①係の反省(装備係) 

・大きな反省は団体装備において、漏斗を

忘れたこと。山行準備の際に上級生が誰一

人気づかなかったのは非常によろしくない。

1 年生に落ち度は無いです。 

・合宿のような山行の場合、医療缶の袋を

もう少し大きいサイズがあるといいと思っ

た。もっていく薬の量が多いのでどうして

も医療缶がパンパンになってしまう。それ

が原因でチャックの部分が壊れることがあ

り、今回も見事に破損。 
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②その他の反省 

・テント内の生活力が全体的に落ちている。

具体的な失態としては和田のマットの上に

後に茶をこぼしたこと。冬において、テント

内の濡れは死活問題。和田には非常に申し

訳なかった、ごめんなさい。生活力が全体的

に落ちている原因としては、10 月～11 月の

秋シーズンにおいて山にあまり入っていな

かったことがあげられる。これからの週末

山行を通して、リハビリもかねて生活力を

取り戻していきたい。 

・3 日目のクロスサーチ訓練において、7:30

に終わる予定であったが、少し過ぎてしま

った。時間通り終われなかった原因として

は、最後に余った 10 分で加藤泰造にクロ

スサーチ訓練を決行させてしまったことで

ある。思いのほか泰造がクロスサーチを外

しまくり、10 分で掘り出しまでを行うこと

ができなかった。前日の雪訓で 1 年生の掘

り出し能力が未熟なことが分かっていたの

で、クロスサーチは省いて、掘り出しのみ行

うなどをすれば7:30に間に合っていたと思

う。 

・今年度のプレ冬は、例年よりも遙かに多

い積雪であった。ラッセルは常に腰以上、テ

ント内環境は例年より遙かに過酷だっただ

ろう。1 年生には冬山の 大変さ をたくさ

ん伝えることが出来たと思う。冬山の 美し

さ の部分は今後の週末山行で伝えること

が出来たら良いともう。 

 

大島（3） 

まず、アイゼンのベイルを変えていなかっ

た。家まで取りに帰っていたので、遅刻と何

ら変わりない。今後はこのようなことがな

いように気をつけたい。 

また、先頭でラッセルしている時に先に進

みすぎて、後ろの隊と違うルート取りで離

れてしまったことも反省。 

最後に、ヤッケ下の穴を下界で直してくる

のを忘れており、ラッセルで下半身がかな

り濡れた。来週までには直しておきます。 

 

河内（3） 

生活・行動と雪訓を分けて反省する。 

まず、生活・行動である。一つ目は、装備の

故障がいくつか見られた。サングラスの柄

が割れていたり、スパッツが破れたりした。

正直、金銭面で買い換える余裕がなかった

のが現実だが命には変えられない。直す。二

つ目、会として装備忘れが多すぎる。夏合宿

でも忘れたが今回もジョウゴを忘れた。最

近の傾向で誰かがやってくれるだろうとい

う他人任せな空気が会に流れている。冬合

宿ではいい加減直したい。皆さん頑張りま

しょう。三つ目、一年生に冬生活をほぼ行わ

せていない。夏よりもやることが多く、特殊

なことが多い冬生活をしていないことは今

後大きく影響するだろう。天気図を描くこ

とが面倒な上級生の気持ちもわかるが生活

を優先させましょう。 

続いて、雪訓である。一つ目は、同期に対し

私は甘いなと感じる点である。スコップを

そこら辺に置いても私が直すが、一年生が

やると叱責する。矛盾だ。私がこれをされた

ら気分が悪い。同期にも怒ろう。同期の皆さ

ん覚悟しといてください。二つ目、見本が良

くなかった。予めシナリオを想定して、練習

しておくのも救助として疑問を感じるが、

少なくとも見せるという点で完璧でなけれ

ばならない。ビーコンサーチくらいは一発

で当てよう。 
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最後に感想として、今回のプレ冬は最高の

冬山のスタートだったと思う。一発目から

腰を超えるラッセルがあり、ラニーニャに

改めて感謝したい。3 年目の冬山だ。馬目さ

んは 3 年目から冬山は楽しくなるとおっし

ゃっていた。さてさて、今年はどうなるのか

楽しみだ。安全第一で臨もう。 

 

坂井（3） 

今回のプレ冬の良かった点を挙げるとする

と、それは雪が多かったことだろう。例年は 

営業前の五竜スキー場にお願いしてゴンド

ラを動かしてもらうが、今年はすでに営業

を開始していた。そのため冬シーズン一発

目で年末にも匹敵するようなラッセルをす

ることができた。しかしそれがために進む

ペースが遅く、小遠見山にすら辿り着くこ

とができなかった。そのためいつもの西遠

見の吹き溜まりとは違う場所でセックンを

行うこととなった。いつもの場所は適度な

斜度があり、埋没訓練をやるための雪量も

あるので訓練には適している。しかしたく

さんの降雪があったとはいえ、小遠見山ま

では基本的には尾根地形なのでそのような

地形はなかなか無い。現在の部員にとって

このような大雪のプレ冬は初めてのことで

あった。そのためせっかくのラッセルの歩

行練習も行いたいところだが、もっとセッ

クン場所を探すことに時間をかけたかった。

なぜなら今回のメインは雪崩捜索訓練なの

だから。この異例の大雪は個人的な反省も

残した。例年の感じでそこまで寒く無いこ

とを予想していたので、あまり防寒着を持

ってこなかった。そのためラッセル中もか

なり寒い思いをした。また 1 年生に対して

もしっかりと声かけをしてあげることがで

きなかったように思う。これからの山も大

量の降雪が予想されるので気を引き締めて

行きたい。 

エッセン係 

α米の量や何がどこの袋に入っているなど、

係として把握しなければならないことが把 

握できていなかった。またこれは装備係と

も関わるが、エッセン道具であるコッヘル

に漏斗が入っていなかった。冬の一発目と

してしっかり冬仕様の装備を忘れないよう

にしたい。 

 

内藤（2） 

 私のプレ冬に関しての反省を訓練 , 生

活・行動, 係に分けて行う。 

 まずはじめに訓練についての反省を行う。

最初に反省すべきは, 自分の練度の未熟さ, 

雪崩レスキューシステムの理解の浅さであ

ろう。私は会 2 という立場から, シミュレ

ーション訓練においてリーダーの立場を任

せられることが多かったが, 私の指揮采配

はお粗末なものであった。詳細には言及し

ないが, リーダーとしての職務を自覚して

いなかった。また訓練中の余裕の無さから

下級生をみることがほとんどできず, アド

バイス等も逐次行うことができなかった。

会 2 が１人しかいないという状況から, 必

然的に上級生に運営の補助をお願いするこ

とになるが, 上級生との打ち合わせが不十

分で, 訓練の進行が乱れたりもした。今後

の機会はあまりないが, 同期がいないとい

う状況からも上級生との打ち合わせは念入

りに行いたい。そして, 埋没訓練時の説明

が不足していた。第一に埋没訓練は危険度

が極めて高い訓練である。そして去年私は

その体験を実施していない。あってはなら
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ないことだが, 去年自分自身が体験してい

ないことをうまく説明することができなか

った。１年生には申し訳ない気持ちである。

補足してくださった上級生の方々ありがと

うございます。最終日の訓練で終了時刻を

守れなかった。１年生がこれまでのできと

は裏腹にクロスサーチを外しまくり, 思い

の外時間がかかってしまった。訓練終了予

定時刻数分前には有無を言わさず切り上げ, 

掘り出して訓練を終了すべきであった。最

後の複数埋没シミュレーションでは上級生

同士の連絡不足から, 中途半端なものにな

ってしまった。訓練として非常にもったい

なかった。 

 つづいて, 生活・行動の反省を行う。テン

ト生活の力が落ちていて, そんな自分にイ

ライラしていたように思う。早くテント生

活の勘を取り戻せるように努力したい。そ

して自分のマットの上に水をこぼしてしま

った。濡れは大敵である。反省したい。行動

においては, ラッセル力が足りていないこ

とを痛感した。上級生であるならば, もっ

とパワフルなラッセルを行えるようになり

たい。空荷ラッセルの有効性を実感した。場

面に応じて取り入れていきたい。一度１年

生にラッセルの最後尾を歩かせてしまった。

冬山初心者であること, 上級生がたくさん

いることに甘えていた。このような危機管

理では１年生を山に連れて行くことはでき

ない。反省したい。多くの人が反省するとお

もうが, 忘れ物があった。冬合宿ではこの

ようなミスは絶対にしないように気をつけ

たい。 

 つづいて係の反省を行う。記録係に関し

ては反省等はない。気象係に関しては, 今

回高層天気図を導入したが, 冬ゼミ以上の

知識がなく, 竹田さんに見せるだけになっ

てしまった。今後も有用であると思うので, 

高層天気図の読み取り方をマスターしたい。 

 

加藤（1） 

 まず、今回のプレ冬で反省することは、遅

刻をしたことだ。冬山第一回にあたる重要

な山行であるのに、気が緩んでいた。遅刻は

山に入る以前の問題だ。また、自分の信用も

失っていくことになる。今後、このようなこ

とが起こらないよう気を引き締めて山行に

臨む。 

 次に、行動面、生活面、雪訓での反省を述

べていく。 

 行動面では、ラッセルの体力が圧倒的に

足りない。雪に沈んでいくばかりで全然進

まなかった。下界で体力作りはできるため、

体力をもっとつける。また、二日目にビーコ

ンの充電が切れた。これはビーコンの確認

を適当に行っていたミスである。ビーコン

がつくことだけを確認して充電の残り残量

をよく見ていなかった。冬山においてビー

コンが動かないのは撤退も余儀なくされる

ことである。自分の命やパーティーの仲間

の命もそのミスによって失うことになるか

もしれない。確認を大雑把にせず、しっかり

行うことを徹底する。ワカンの装着やオー

バー手の装着が遅かった。冬で他の人を待

たせる行為は夏に比べさらに悪いことだ。

凍傷のリスクが高まるなどリスクが大きく

なるからだ。この装備の装着が遅いのは、オ

ーバー手をした手での作業に慣れていなか

ったことが理由である。素手に比べ扱いづ

らい手になるため、下界での練習をする。練

習すればするほど早くなっていくことなの

で下界での練習でスピードを上げる。 
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 生活面では、生活が遅かったことが挙げ

られる。上級生の冬の生活感に全くついて

いけなかった。冬の生活は夏の生活の延長

線上にあるが、自分の生活力の無さを実感

させられた。冬の生活の流れを覚えて上級

生の生活のスピード感についていけるよう、

今後の山行では次は何が行われるか考えな

がら生活を行う。テント内に水をこぼすこ

ともあった。冬は濡れに対して敏感になら

なければならない。水を他の容器に移し替

えるような行為をするときは、下にコッヘ

ルやコッヘルの蓋を敷いておくなどして万

が一こぼしてもテントの中は濡れないよう

にする。 

 雪訓では、クロスサーチが一発で当たら

なかった。実際に雪に埋められる経験もし

てみて、レスキューにおけるスピードの重

要性を身に染みて実感させられた。クロス

サーチを一発で当てるか当てないかは掘り

出すまでの時間が大きく変わってくる。正

確なクロスサーチは相手の命に直結する。

クロスサーチは下界で練習できるので、練

習によってもっと精度を上げる。雪の掘り

方も良くなかった。雪をブロック状にして

後ろの人に渡すように掘る掘り方が効率が

良い。しかし、私が掘った雪はブロック状に

ならず崩れてしまっていた。また、掘ること

に精一杯になってしまい、雪を後ろの人に

渡すようにではなく投げるようにしてしま

い、せっかくブロック状になっていた雪を

崩してしまっていた。レスキューは効率が

重要であるため、雪の掘り方も意識するよ

うにする。 

 初めての冬山は、同じ場所でも夏山と大

きく異なるという印象を受けた。より厳し

くなる冬の環境についていけるよう頑張り

たい。 

 

和田（1） 

私は、本格的な冬山に入ったのはこれが初

めてだった。不安に包まれながらの入山で 

あったが、今山行で冬山とはどんなところ

かということを少し感じることができたと

思う。以降、今山行での反省点を雪訓、行動、

生活に分けて書いていく。 

 雪訓の反省の前に全体の反省として、返

事をしないということがあった。これは山

に入る以前の問題である。今後このような

ことがないよう、肝に銘じておく。 

 雪訓の反省は、第一にクロスサーチの精

度が低いことだ。クロスサーチを一発で当

てるか当てないかで、埋没者を救出する速

度が大きく変わってくる。クロスサーチを

外すことは仲間を殺すことに直結するので

下界で練習したり、今後の山行で練習をし

て、一発で当てられるような使える技術に

したい。また、埋没者を助けるという気持ち

が足りないと感じた。私のシャベリングか

らは、仲間を助けたいという気持ちが伝わ

ってこないと思う。一番つらいのは埋没者

なので、その人を助けるために死ぬ気で掘

るようにする。埋没体験をしたが、雪の中は

光が全く届かず、雪の重みで呼吸も苦しく、

この状態で死にたくないと思った。いかに

救助のスピードが大事なのかを感じること

ができた。もし仲間が雪崩に巻き込まれた

ら絶対に助け出さなければならない。絶対

にあきらめてはいけない。 

 行動の反省は、わかんの着脱、衣類調整、

オーバー手袋の装着などの行動がとても遅 

かった。このままでは、先輩を待たせてしま

い、隊全体の行動も遅れてしまう。これらは 
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下界で練習しておく必要がある。 

 最後に生活の反省だ。夏よりもやること

が多くて神経質にならないといけないこと

も増えた。先輩に指示されて作業すること

が多かったが、今後の山行で積極的に生活

に参加し、自分の体にしみこませて早く生

活の流れを覚えたい。 

 私は冬山の透き通った空気、夏とは違う

白い景色に魅了された。今回学んだことを

いかし、全力で冬山を楽しみたい。そして、

山ヤとして強くなる。まだまだ未熟ですが

一緒に山に行ってくれる上級生の皆様、こ

れからもよろしくお願いします。 
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冬合宿 

記録 

2021/12/25 

5:25 車道最終地点 

6:35 伊折ゲート 

8:25 馬場島 

9:10 馬場島発 

11:00 松尾平 

11:20 1030 m 付近テン場 

 

2021/12/26 

4:00 起床 

6:05 テン場発 

10:00 1551 m 

13:40 1880 m テン場 

 

2021/12/27 

沈殿 

 

2021/12/28 

4:00 起床 

6:35 発 

7:15 1920 m 

12:05 早月小屋 

 

>雪洞作成 

 

>偵察隊 

13:00 早月小屋発 

15:20 2460 m 

15:45 撤退開始 

16:15 早月小屋着 

 

2021/12/29 

3:30 起床 

4:05 発 

 

>先発隊 

5:20 2450 m 

7:20 2614 m 

9:30 撤退開始 

13:00 2450 m 

13:30 早月小屋 

 

>後発隊 

9:40 2614 m 撤退開始 

15:15 早月小屋 

 

2021/12/30 

沈殿（雪洞作成） 

 

2021/12/31 

沈殿 

 

2022/01/01 

7:00 起床 

9:30 早月小屋発 

10:20 2224 m 

12:50 1920 m 

14:20 1551 m 

17:00 松尾平 

17:25 馬場島 

馬場島テン泊 

 

2022/01/02 

5:30 起床 

8:30 発 

10:00 伊折ゲート 

10:40 車道最終地点 
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反省 

加藤泰造（会 1） 

冬合宿。厳冬期の剱岳に 9 日間入り、様々

なことを学んだ。 

 その中で最も大きな反省は、滑落したこ

とだ。剱へのアタックの日、私はナイフリッ

ジ上で３メートルほど滑落した。フィック

スロープが気に引っかかっており、それを

取ろうとトレースを外れたところ、新雪を

踏み抜き滑落した。あれほど言われていた、

「落ちるな」ということを実際にやってし

まった。竹田さんの作った支点のおかげで

止まったが、それが無かったら下まで落ち

ていただろう。あの時、私はトレースを外し

て危ないほうへ行くことになるというのに、

そこまで事故への恐怖感を抱いていなかっ

た。まさか自分が落ちるとは考えていなか

ったからだ。しかし、事故というのは、事故

が起こらないと思っている時ほど起こるも

のである。落ちるかもしれないという気持

ちが行動を慎重にさせ事故を回避する一つ

の手段になる。事故るかもという意識を忘

れないようにする。また、今回のようにトレ

ースを外さないといけないなど、危ないと

思ったらすぐに上級生に助けを求めること

も重要だ。分からなくなったら、上級生に質

問すれば何かしら対策を立ててくれる。１

年である私はまず自分のことを考えて、少

しでもやばいと感じたら上級生に助けを求

めるようにする。今後、二度と落ちないよう

これらのことを心に刻む。次に、頬が凍傷に

なりかけたことだ。これも剱アタックの日

に起き、風が強い稜上で頬が少し目出帽か

ら出ていたことが原因だ。気づいたときに

すぐ覆ったことで凍傷にはならなかったが、

あのまま出しっぱなしにしていたら凍傷に

なっていた。気づいたらすぐ覆い、なるべく

肌を外に出さないよう注意する。装備の紛

失もした。雪を落とす用のブラシを失くし

た。その時、テントを出たのが私が最後であ

ったため、私の不注意だった。小物類は雪の

上に置いておくとすぐになくなるため、ポ

ケットに入れておくなどしてなくさない対

策をする。火器の扱いが雑であり、炎上させ

たり、テントに火が付きそうになったりし

た。今更火器の扱いなど言ってはいられな

いため、初心に立ち返り、慎重に火器を扱う

ようにする。 今回の山行は頂上を踏むこ

とはできなかったが、自分の中で大きな経

験になった山行だったと感じる。この経験

を今後に生かしていけるようにする。 

 

和田一歩（会 1） 

今回の冬合宿で本当の冬山を知ることがで

きた。結果的には山頂に立つことはできな 

かったが、たくさん得るものがあった合宿

だと思う。以下今合宿の反省を行動、生活に

分けて書いていく。 

まずは行動の反省として、私はトラバース

しているときに足を踏み抜いて落ちてしま

った。すぐ止まったからよいものの大きな

事故になりかねなかった。まだまだ歩行技

術が未熟だと実感した。ロープを出す出さ
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ないにかかわらず、絶対に落ちてはならな

いということをこれから徹底していく。こ

のほかにも全体的にわかん、アイゼン歩行

技術が未熟であった。今後の山行で意識し

て、少しでも早く歩行技術を上達していき

たい。次に、行動中の読図が足りていなかっ

た。歩くのに必死で地形図を見る余裕がな

かったので、体力をつけようと思う。また、

自分が読図したときは上級生の方に見ても

らうなどして、自分の読図力を上げていき

たい。来年度からは上級生の立場になるの

で、確実な技術を身に着ける。最後に、まだ

返事がないことだ。山岳会を始めたころか

らずっと言われているのにいまだにできて

いないことが恥ずかしい。行動中だけでな

く、普段から意識するようにする。 

次に生活の反省を上げる。第一にテントの

出入りが雑であった。テントに入るまでの

準備が遅かったり、テントから出るときに、

コッヘルをひっくり返しそうになったり、

干していたものをおとしてしまった。この

ことでほかの人に大きな迷惑をかけてしま

った。今後は周りの人への気遣いを忘れず

にしたい。 

今合宿では冬山の美しさ、そして過酷さを、

身をもって知ることができた。これからも 

いろいろな山に登り、経験を積んで強くな

りたい。 

 

内藤悠士（会 2） 

・係の反省 

 私が腕時計をテン場で紛失したため、時

間を周囲の人に聞かなければいけない状況

になってしまった。そのために周りの人に

ご迷惑をおかけしてしまった。山での装備

の紛失は危険を招くし、時計の紛失は手痛

い。気象係の反省については、気象の知識が

曖昧であったことである。事前に冬山の気

象を学んで今合宿に望んだが、明後日以降

の長期的な予報が不正確であり、長期的な

見通しを持てなかった。事前に高層天気図

を数日分印刷して持ち込んだのは良かった

と思う。 

・生活の反省 

 個人的な反省としてあげるとすれば、個

人装備の不良が多かった。腕時計を紛失し、

雨蓋のファスナーを壊してしまった。また

インナーブーツを乾かすのを怠り、翌日濡

れていることがあった。会 2 になった身と

して、装備を見直し VBL 等の技術を取り入

れ、向上させていきたい。また今合宿で、シ

ュラフやブーツのアウターについた水滴を

タオルでこまめに拭き取ることで、濡れを

大きく軽減させることができた。今後も続

けていきたい。 

・行動の反省 

 今合宿では会 4 の監督のもとさまざまな

fix 工作を行った。そのなかでもやはり動き

が効率的ではない。今回 1 年生がフィック

ス中に転倒し、fix がなければあわや滑落と

いう事態になった。聞いたところによると、

fix がハイマツに引っかかっており、それを

外しに行こうとしたところ足を滑らしたそ

うだ。1 年生がその行動を危ないと認識し

ていたかどうかは不明だが、そのときに上

級生に相談がなかったことが非常に残念で

ある。それと同時に 1 年生が信頼して頼っ

てくれる上級生にならねばならない。正直、

今の私は他の上級生と比較して実力、経験

が足りないだろう。確実な信頼を勝ち得ら

れる上級生になれるように努力したい。リ

ーダーとして誰に何をお願いして、1 年生
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に任せられることを任せるなどして効率的

にチームを動かしてく術を学ばなければな

らない。また強風のため上級生との意思疎

通が疎かになっていた。これは危険である。

今回はじめて雪洞を作成したが、大変良か

ったと思う。このような経験はめったにな

いので沈殿日など余裕があるときにやって

も良いと思う。何より 1 度作成した経験が

あると安心感がある。感想としては意外と

大変であった。ここに今回私が得たコツを

まとめておく。1 つ、事前にプロービングし

て雪洞を作成しようとしている空間に障害

物がないか確認する。今回は早月小屋の吹

き溜まりに雪洞を作成したが、長時間費や

してほっていた途中に障害物があるとわか

り時間を浪費してしまった。2 つ、スノーソ

ーは内側で掘る人数分あったほうがいい。

雪洞内部、特に下層の方はスノーソーがな

いと掘り進められないほど固くなっていた。

またスノーソーで切り出したほうがはるか

に効率的に雪を雪洞外へ排出できる。 

 

大島龍太（会 3） 

・医療係 

正露丸を忘れた。原因として装備チェック

のとき僕が点検していなかった。 

濡れへの危機感が一部の人以外欠如してい

た。特に今回は入山が雨だったので、カッパ

を持ってくる指示を出せばよかった。 

また、体調チェックを他の上級生に任せす

ぎた。ビタミン E 剤が少なかったので、今

度からは塗るタイプにしたい。 

・生活 

坂井のゴーグルをイライラして投げた。元

は僕が貸したヤツだから自業自得だが、気

をつけたい。 

白ガスを使いすぎた。年末に山に入る時は、

予備日のガスの量を少し増やしてもいいか

も。初日から 3 日目までネオプレーンの靴

下を脱がずにいたので、足にでき物ができ

ていた。ちゃんと乾かします。 

また、雪洞の雪かきをやる人とやらない人

の差が激しかった。今度からは時間とメン

バーを決めてやりたい。 

・行動 

アタック先発隊のとき、土嚢袋を忘れた。 

また、後発隊のスノーバーを回収し忘れた。

残置は良くない。 

あと、先発隊はノーロープで行き過ぎた。 

急な雪壁のラッセルが怖かったので出すべ

きであった。 

スパッツのチャックが壊れて途中から左足

だけしてなかった。壊さないようにします。 

・まとめ 

まとめとして今回の冬合宿では、率先して

皆が嫌がることをやるように心がけた。 

もちろんこれは来年の CL としての自覚を

自分に叩き込む為だ。 

同期は僕含めて皆面倒くさがりなので、誰

かがやらないと会として機能しない。 

そうなれば事故は免れない。 

僕は来年度こそ事故無しでいきたい。 

その為にも、会全体の模範となるように務

めていくつもりだ。 
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河内晧亮（会 3） 

この冬の劔岳は遠かった。そう強く感じる。 

いや、私がこの山域について深く理解して

いないだけで例年通りであったのかもしれ

ない。いや、私が精神的にも肉体的にも未熟

であり、山に負けたというよりも自分に負

けただけなのかもしれない。登れなかった

理由は数えればきりがないだろう。1 つ挙

げるとしたら、山に対して謙虚な姿勢では

なかったと感じる。当初の予定では、劔岳は

奥大日尾根から目指す計画であった。しか

し、1 年生の技量・上級生の技量・この時期

特有の気象条件から顧みてもリスクの高い

計画であった。そのために下降路の偵察に

重きを置いた早月尾根からのアタックとい

う言わば、置きにいく山行となった。そこで

出た感情は、たいしたことないだろうとい

う山に対して謙虚に欠くものであった。今

思い返せば、ここからこの山行は敗退が始

まったのだろう。実際、山行が始まったらど

うだろうか。次の日になってもいないのに

明日は荒天だろうからと沈殿を前日に決め

込み、実際は少しでも進めたであろうとこ

ろ動かなかった。これが 1 つの原因として

28 日の好天を逃した。非常に悔やまれる。

29日の午前は確かに晴れたが 9 時頃からホ

ワイトアウトになり始め、敗退を決めた。こ

こを逃すともうチャンスは無いというのに。

同じ過ちを繰り返さない為にも今後の厳冬

期劔岳を登るうえでの留意したい点につい

て、いくつか示しておく。 

1 つ目は、この時期の天候である。例年通り

この時期はクリスマス寒波と年末年始寒波

の２大寒波が連続して到来する。年内に山

頂を落としておきたいなら 28 日前後をア

タック日としそれまでに最終キャンプに入

るべきだ。また、この寒波の間はおよそだが

1 日分好天が持つのが限界だと感じる。そ

して、この中日で山頂を落とした後に 3 つ

目の寒波が来る前の好天で下山してしまう

ことが得策と考える。 

2 つ目は、軽量化である。この山域について

は、もれなくドカ雪が来ると考えて良い。つ

まり胸以上のラッセルを強いられることに

なるだろう。今回は、BC からのアタックと

いうことで馬鹿のような量の食料を持って

行ったが適切な量を持って、必ず予定日ま

でに最終キャンプに入るスピードを求めた

方が良いと感じる。 

３つ目は、濡れに対しての意識である。やは

り北陸は長野と比較しても暖かく、また、標

高も出発時は 1000ｍを下回る。よって、雨

も降りやすく初日からずぶ濡れになる可能

性がある。また、日本海の湿気をたっぷりと

吸った湿雪はラッセル時にハードシェルを

濡らすことになるだろう。カッパを持って

いくなり対策はした方が良い。 

まだまだ反省点はあるが次に繋げるという

点で以上を挙げておく。 

私が撤退の判断をしたのは装備の面ももち

ろんあるが、2650ｍの雪壁を登り切り見上

げた時、生死の境を見た気がしたからだ。ど

す黒い雲と唸りをあげる風の音、非常に怖

さを覚えた。昔の人間が劔岳を魔の山と恐

れた理由がよくわかる。馬場島からの林道

で振り返った。劔岳は晴れていた。月並みな

言い方だが、明らかに私たちを嘲笑ってい

た。 

 

坂井陽樹（会 3） 

冬合宿を振り返って、この合宿からは多く
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のことを学ぶことができたと思う。まず入

山地域が富山県ということで、僕らがよく

登る槍・穂高の山域とは全く異なる雪質、気

象であった。雪は湿雪で、かつ大量だった。

今までにしたことのないくらいのラッセル

を強いられた。テント生活でも湿雪で濡れ

ることが多かった。そのせいで空焚きをし

て白ガスを使いすぎてしまった。また純粋

に悪場の通過も難しかった。なんでもない

ような場所でも雪のつき方が悪く、ロープ

を出すかとても迷った。ロープを出すと時

間がかかるし、何よりも寒かった。そして多

くの悪場をノーロープで越えてしまうこと

があった。登頂することばかりを考えてい

ると退路のことが疎かになり、果たして下

山できるのかというような問題もあった。

時間の見積もりも甘く予想以上の時間がか

かってしまうこともあった。このように今

までの山行とは一線を画す難しさがあった。

そして実際に計画の段階から僕らに登頂す

ることができるレベルの山だったのかとい

うことも考えさせられた。しかし、残念なが

ら登頂とはならなかったが、全員が凍傷に

もならず無事に帰還できたことは評価に値

すると思う。これからどのような山行でも

この安全ということを念頭にまた挑戦して

いきたい。 

 

川地一樹（会 4） 

・行動の反省 

剱岳アタックの日において、スノーバー1本、

内藤の安環、竹田のスリングを 2614ｍ 

のピークに残置してしまった。これらの装

備は、後発隊が 2614ｍから懸垂したときに

残置した装備である。事前に無線で残置す

るという連絡を僕が受け取っていたが、

“2614ｍ で残置するということを聞き取れ

ていなかったことが原因である。二人とも

ごめんな”。 

今回の山行では、4 年どうしであまり話し

合っていなかった。夜のリーダー会で初め

て顔を合わせるといったかんじ。年末年始

の早月尾根という環境が非常に過酷で、自

分自身にあまり余裕がなかったことが原因

かなと思う。 

・生活の反省 

 テントが埋まってしまいそうな雪、変形

しそうなほどの風。今回のテント生活では、

自然から与えられるストレスが多かったよ

うに思う。それ故にテント内で人から与え

られるストレスの許容量がオーバーして、

下級生に無駄にあたってしまった…ような

気がする。仕方が無い、人間なんだもの、と

割り切ってしまうことも出来るが、それは

僕にとってはナンセンス。イライラを他人

にぶつけたところで現実は何も変化しませ

ん。親友や身内に罵詈雑言を並べられても

笑顔で対処できる、半分イカれた精神を身

につけたい。 

・係の反省(装備) 

 大きな反省はふたつ。1 つ目、白ガスを序

盤に使いすぎた。早月小屋で雪洞を完成さ

せるまで毎日湿雪ビチョビチョ生活が続き、

空焚きをしすぎたためだと思う。具体的な
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数字を述べると、1 日の白ガス使用量が 2Ｌ

を少しオーバーするぐらい(※山行人数は 8

人)。下山したときに残った白ガスの量は 3

Ｌぐらい。予備をマックス使う場合を考え

ると、わりとギリ。 

 2 つ目は、剱岳アタックの日において、先

発隊に装備ミスがあったこと。土嚢袋を持

って行くのを忘れた。朝テントをでた後に、

僕が単独で先発隊の装備を一カ所に集めた

わけだが、その時点で土嚢袋を忘れていた。

原因としては、朝の寝ぼけた頭で大量の装

備を一人で準備したこと。まず、今回団装

は、小さい半雪洞を作ってそこで管理して

いた。そして、アタックに必要な装備を朝取

り出していたのだが、これは正直前日にで

きる。アタック装備メモっておく メモを見

ながら団装雪洞から装備を取り出す それ

らをスノーフライの前室に入れておく。以

上、小学生でも出来る！ 問題なのはこの

作業を極寒の環境でやらなければならない

こと。非常にダルいですが、アタック団装備

を覚える記憶力が無い僕にとっては、これ

が特効薬！ 

 

竹田昴（会 4） 

なんとしてでも剱岳の山頂を踏むことが必

要だった。今年度末の目標として掲げた奥

大日尾根から別山尾根を経て剱岳山頂を目

指すルートへ挑むうえで、厳冬期の早月尾

根はテストピース的位置づけだった。しか

し、山頂は踏めなかった。 

要因はたくさんあるが、全ては「見積もりの

甘さ」、この一言に集約できる。個々人の技

量、隊全体としての力量、天候判断、荷物の

重量、装備、行動の時間帯、全てにおいて見

積もりが甘かった、想像力が乏しかったと

言わざるを得ない。あらゆる判断を担うの

がリーダーの役割だとするならば、私は間

違いなくリーダー失格だった。 

あえて一つ最も大きな要因を取り上げるな

らば、行動 3 日目に停滞したことだろう。

強烈な寒気が来ていて、重歩荷をしていた

私たちはラッセルスピードの遅さに行動中

でさえも後続は震えが止まらなかった。凍

傷の危険性もあった。2 日目までの行動が

かなりハードだったことも 3 日目の停滞を

誘引した。5日目の天気が最も良い予報で、

4 日目に早月小屋、5 日目にアタックが合理

的と思われた。戦略停滞と位置付けたその

停滞が、あだとなった。4 日目の天気がすこ

ぶるよく、この日を使えばたとえ夜に食い

込んでも、月明かりのみで行動できるほど

の天気だったその日は、いやその日しかチ

ャンスはなかった。5 日目の予報は午前中

には崩れ始め、先発隊はからがらの敗退を

強いられた。先発隊はよく頑張ったと思う。

3 日目に動くメンタリティと体力、変わり

やすい天気の中で、「できるだけ進む」こと

を選択する意思、全てが欠けていた。 

これらの話は結果論でしかない。総合判断

としては妥当だったと思うし、全く同じ状

況なら今でも同じ判断をすると思う。でも、

山頂を踏めなかったという結果はこれ以上

ないほどに明確な事実だ。 

細かい反省点を上げるときりがないので、

それらは他のメンバーの反省に期待すると

して、ここでは僕の奥大日尾根から剱岳を

目指すことに執着した思いの丈を話す。 

信州大学山岳会という団体に所属している

ことがとても誇らしかったし、とても好き

だった。メンバー全員の意識レベルがここ

まで高められた団体は他に類を見ないと思
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う。他大学の山岳部を見ると、やはりとても

強く、エネルギーにあふれているメンバー

はいるにしても、部の全構成員が高いモチ

ベーションを維持している様子はなかなか

伺えない。その温度差に悩むメンバーが多

いことと思う。その点、信大山岳会は、いわ

ゆる「全体力」のようなものを半強制的に求

められる環境で、個々人のやりたい程度が

尊重される昨今の時代の風潮に反して、全

体主義的空気が流れていた。僕は、その空気

が気に入っていた。 

個人で派手な登攀をやってのけるのは華々

しい感がある。アルパインスタイルが主流

ないま、大人数でのそのそと行動する登山

はあまり目立たない。しかし、一つの団体が

全体として何かを成し遂げる記録には力強

さがある。個人でやる登攀とは一線を画す

迫力というかエネルギーがあると思う。そ

のエネルギーを僕は、特に信大山岳会の過

去の記録から大いに感じていた。1970 年代

の記録などは心震わせられるものばかりだ

った。今記録で読んで感じるこのエネルギ

ーを、現場で、自分自身で感じたかった。信

大山岳会なら、ここでなら、それができると

信じた。リーダーに就任した今年度のはじ

めに、あえて全体主義的な山岳会を目指し、

その証として奥大日尾根から剱岳を目指す

計画を立てたのである。 

早月尾根が敗退に終わり、なんとなく燃え

尽きた感がメンバーの中に流れているのが

分かった。奥大日を目指すか否かみんなで

話し合ったとき、目指すと手を挙げた者は

僕一人しかいなかった。 

僕には、現実が見えていなかったのかもし

れない。僕のエゴをみんなに強制し続けた

一年だったのかもしれない。そう思ったと

きに、リーダーとしての人格を持ち合わせ

ていない自分に出会ってしまって、泣いた。

それでも、強制感や押し付けを感じながら

も、ここまでついてきてくれたみんなのこ

とを思うと、もっと悔しかった。申し訳なか

った。「奥大日には行けません」といった後

輩たちの言葉が切なかった。けど、それが真

実だった。 

 

つらつらと寒い文章を書き起こしてしまっ

た。失敬。 

さて、早月尾根は敗退したが、みんな生きて

いる。剱岳山頂を踏めなかった結果と同じ

だけ明確な事実だ。山登りで一番かっこい

いのは、山頂に立つ人ではなく、生きて帰っ

てくる人だと思う。そのあまりにも稚拙な

登攀内容に嘆き、当時の弱気なメンタリテ

ィを回顧しては落ち込み、山頂に未練を残

し、文字通り心も体もボロボロになりなが

ら、それでも生きて帰ってくることが一番

大事なんだと思う。行ってきますを言った

者にはただいまを言う責任があることを忘

れてはいけないと思う。そうやって、また山

に行こう。 

来年度以降の後輩たちの無事と活躍を祈っ

て。 
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10 月 

真川鍋倉谷 

日程）2021 年 10 月 11 日 

メンバー）竹田 CL(会 4)／和田(会 1) 

 

0550 杉野大橋 P 

0605 ヒコサの滝展望台 

0640 入渓点 

0740 サクラ谷出合 

1445 天狗の庭 

～大休止～ 

1530 発 

1540 高谷池ヒュッテ 

1730 笹ヶ峰キャンプ場 

1820 杉野大橋 P 

 

頸城山塊の沢はゲシャゲシャしている。岩

はポロポロ、ペナペナドロドロした草付き、

歩きはヌメりがちで、快適とは程遠い。その

中でも鍋倉谷は比較的快適らしく、人もそ

れなりに入っている。 

ヒコサの滝展望台からピンクテープを忠実

に最後まで辿っていくと惣兵衛落谷出合よ

りも上流に出る。単調な河原を遡行し、サク

ラ谷との出合に至る。ここは鍋倉谷へは一

段上がって遡行することになる。鍋倉谷に

入ってすぐにゴルジュ帯になりチョックス

トンの挟まった 5-6m 程の滝が現れるが、

水線突破は厳しいと思う。左岸のスラブを

ボロい水平クラック目指して直登し、クラ

ック沿いに落ち口奥へ。どうせ大したプロ

テクションなど取れないだろうと思ってト

ライカム 1 セットとハーケン 3 枚しか持っ

てこなかった。クラックはテスティングす

ると小石を吐き出しながら崩壊するほどボ

ロいので結構神経を使った。登り切って、1

年生の和田と 2 人きりというシチュエーシ

ョンにやってしまったと思った。これは絶

対に堕ちたり怪我したりすることは許され

ない。しかしゴルジュ内は敗退も厳しく、す

ぐそこに見えている核心の滝さえ越えれば

終わりだ…そう踏んで、行くことにする。7-

8m ほどのスラブ壁をノープロテクション

でジワジワ登り、技術的核心は越えた。堕ち

ても死にはしないだろうが、怪我の一つや

二つは負うかも知れない。初心者はクライ

ミングシューズがあると安心だろう。和田

も沢靴でノーテンで登ってきてくれた。そ

の後も冗長な河原歩きが続くが、いくつか

小規模なボルダーを越えるところなどはお

助け紐を出しながら進んだ。 

第 3 ゴルジュに入り、ロープを 1 ピッチ出

し大滝基部へ。ここも岩が脆くプアプロテ

クションで、何とか終了点を構築した。大滝

は上部は快適そうだが、下部が見るからに

コケコケのヌメヌメでさらに全身濡らさな

いと取り付くのは厳しそうだったので、左

岸から巻く。この巻も泥薮なのだが、そこそ

こ傾斜があり、特に下部はまともな灌木も

なくプロテクションが取れない。比較的丈

夫そうな樹木が出てきて急な木登りを終え、

大きい木で終了点。それから少しトラバー

スするためにロープを伸ばし、木に捨てス

リを巻いて 50mロープ 1本で懸垂し大滝の

落ち口に降り立った。 

当初の予定では天狗の庭にトップアウトし

た後に一般道から火打山山頂を目指すこと

になっていたが、時間的に厳しいと感じた

のでそのまま沢筋を火打山直下まで進み山

頂を目指すイメージで上がる。しかしこち
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らはこちらで薮がすごく思ったよりも時間

がかかりそうになったのでトラバースして

天狗の庭を目指し、山頂は諦める決定をす

る。トラバースは裕に 2m を超える笹藪で

1 時間強猛烈な藪漕ぎをしてなんとか天狗

の庭へ。屈強な和田も流石に身に堪えてい

た様子だった。天狗の庭は湿原で保護エリ

アとなっており、顰蹙を買うが、気にせずメ

スティンで肉まんを蒸し、しばしピクニッ

クタイム。下山は一般道を早足で駆け降り、

長い林道歩きをこなして駐車場へ。充実し

た 1 日となった。 

最初のゴルジュ入口に出てきた壁を見て、

引き返す選択肢を自分の中に持ち合わせて

いなかったことは大いに問題があったと思

い反省するところである。堕ちなかったか

ら結果的には問題なし、ではあるが、一方で

マージンが極端に少なかったのも事実で、

これは山岳会で山をやっている以上問題視

すべき事項だと思う。今回はメンバーが直

前に次々に減ったわけだが、その変動に伴

い丁寧に再承認を求める作業を怠ったこと

が大元の問題であるように思う。 

反省点の多い山行ではあったが、ともあれ

充実したことに違いない。今まで行った沢

の中でも数段難しいと感じたが、ステップ

アップとしてはとても良かったし、和田も

沢登りの楽しさ、不快さ、自由さをしっかり

感じとってくれたと思う。沢登りは僕の知

らない山の顔をたくさん見せてくれる。こ

れが堪らなく愉しいのである。 

 
 

荒船山 

日程 2021/10/16 

 

メンバー 

会 1 加藤・和田 

会 2 内藤 

 

行動記録 

10/16 

7:40 内山峠登山口 

8:20 一杯水 

8:45 艫岩 

9:35 経塚山 

10:10 艫岩 

10:35 一杯水 

11:15 内山峠登山口 

 

 本山行は, 年度末に行われる奥大日尾根

および別山尾根から剣岳を目指す山行に向
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けて, 一年生と 2 年生で別山尾根の夏道を

歩いておこうという意図で企画された別山

尾根山行が, 積雪のため中止となり, 代案

である本山行を行った。 

 荒船山はその見た目から, 僕の他上級生

が登ってみたいということで選んだが, ま

さかのその 2 人が直前に退会するというこ

とで, あまりモチベーションの上がらない

入山だった。 

 内山峠登山口には, 車が数台止めれる場

所と, 公衆トイレが設置されていた。登山

道の序盤はよく整備されており, ときおり

でてくる崖には柵が設置されており危険箇

所はない。後半になると, 急登になってく

るが危険箇所には鎖が設置されており問題

ないだろう。岩質が濡れると滑りやすく, 

下りでは注意されたい。艫岩以降は, ただ

の平地歩きで面白みがなかった。経塚山直

下で少し登るが, ほとんど平らである。 

 

妙義山表妙義白雲山コース 

日程：2021/10/17 

 

メンバー 

会 1 加藤・和田 

会 2 内藤 

行動記録 

10/17 

6:40 妙義神社 

7:30 大の字 

7:50 辻 

8:05 奥の院 

8:45 ビビリ岩 

9:05 背びれ岩 

9:20 大のぞき 

10:00 天狗岩 

10:20 タルワキ沢のコル 

10:35 相馬岳 

11:00 相馬岳発 

11:10 タルワキ沢のコル 

11:30 タルワキ沢の出合 

12:10 妙義神社 

 

 荒船山に登った次の日は, 荒船山からほ

ど近い妙義山へ行くことになり入山した。

天気は雨であったが, 怖かったら撤退する

時間滴猶予もあるので行くことにした。本

ルートは鎖がなければすべてバリエーショ

ンルートぐらいの難易度になるであろう。

妙義神社の本殿と思われる建物を妙義神社

にむかって右側のほうへいくと入山口があ

る。ピンクテープは比較的充実しておりル

ートファインディングは容易である。大の

字までは, やや寝た岩場を鎖つたいに登っ

ていくと, 大の字の岩峰があるのでそこを

登ると大変良い見晴らしがある。岩が濡れ

ていたため慎重に登った。ホールドはたく

さんあるのでホールドを選べばすべらない。

奥の院はかなり立っている鎖場である。こ

こが怖いような岩のコンディションであっ

たら引き返すほうが無難であるように思う。

ビビリ岩は露出感がある。かなり怖いが着

実に登れば問題ないであろう。背びれ岩も

同様に露出感のあるリッジである。天狗岩

以とタルワキ沢のコルとの間に, 30 m 程度

のかなり長い鎖場がある。タルワキ沢のコ

ル以降相馬岳までに危険箇所はない。タル

ワキ沢の登山道は, 相馬岳に登る登山道で

1 番登りやすいとされているが鎖場がでて

くる。上部からの落石にも十分注意された

い。タルワキ沢の出合いから妙義神社まで
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の登山道に悪場はない。  

 

瑞牆山マルチ継続 

日程：10/16 

メンバー：原田(5)・大島(3)・河内(3/L) 

行動記録： 6:00 駐車場発  8:20(joyful 

moment）取付 10:10TO 11:10(錦秋カナ

トコ)取付 15:05TO 16:50 取付 18:０

０駐車場 

 

・Joyful moment 

特別難しいルートではないがハンドもワイ

ドもあり充実感のある内容。瑞牆山マルチ

の初陣には持って来い。燕ハングからは白

いテープをたどると良い。下降は歩いて降

りることができる。 

・錦秋カナトコルート 

こちらのルートは 5.10a の内容になり確か

に一段階レベルが上がるように感じる。核

心部は河内がリード。オンサイトしました。

最高。残りはそこまで難しくない。ただ最後

のスラブは緊張。こちらの下降はカナトコ

岩から大面岩方向に左へ下りるとまた、ボ

ルトの懸垂点がある。そこからはとにかく

真っ直ぐに３P ほど下りると取り付きに戻

る。 

 

全ピッチチームオンサイト。瑞牆はいい山

だ。駐車場で山野井泰史にも会った。 

 

八峰キレット偵察山行 

日程）2021 年 10 月 16-17 日 

メンバー）川地、竹田 CL(会 4)／坂井(会 3) 

 

10 月 16 日 

0910 大谷原 P 発 

1010 西俣出合登山口 

1200 高千穂平 

1320 冷池山荘 T.S. 

 

17 日 

0405 T.S.発 

0520 鹿島槍ヶ岳南峰 

0535 撤退開始 

0540 鹿島槍ヶ岳南峰 

0630 冷池山荘 

0730 高千穂平 

0830 西俣出合登山口 

0940 大谷原 P 
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初日は天気が良く剱がバッチリ見えて気分

は最高。いよいよ後立山全山縦走の核心部

の偵察！と行きたかったが、今年度 1 番乗

りの大寒波に捕まり、岩は凍てつき風はビ

ュービュー、夏装備の我々には太刀打ちで

きず、鹿島槍北峰に向かう悪場で退散。偵察

叶わず、しかし冬の接近に心躍らせた山行

だったとさ。 

 

八ヶ岳 

メンバー 

会１ 加藤（CL）、和田 

１日目 10/23(土） 

6:00 駐車場発 

8:15 編笠山 

8:45 青年小屋 

9:50 権現岳 

11:10 キレット小屋 

13:05 赤岳 

14:30 行者小屋 

前日に山小屋に連絡を取ったところ、雪が

少し降ったということを聞いた。そのため、

行けるところまで行こうということを決め

登山を開始した。編笠山を登っている途中

で雪が出始めた。しかし、雪の量が非常に少

なかったため、もう少し進んでみようとい

うことになり、赤岳まで足を進めた。その

後、赤岳からの下山で予想以上の雪があり

これ以上進むのは危険と判断し、撤退を決

めた。赤岳の後、横岳、硫黄岳と進む予定だ

ったが、計画していた工程をすべて通せ 

ず残念であった。 

 

2 日目 10/24(日） 

5:00 起床 

6:15 行者小屋発 

7:30 美濃戸登山口 

2 日目は S ケープを使い、行者小屋から下

山した。会１だけで行く初めての山行だっ

たが、進むか撤退かの判断は難しいと感じ

た。この判断を正確に行えるよう経験を積

んで 

 

餓鬼岳 

期間 

2021.10.23 

メンバー 

坂井 (3) CL 

記録 

6:40 白沢登山口駐車場 

8:00 大休止 1.5h 

11:30 最終水場 

12:40 大凪山 

14:10 最終水場 

15:40 白沢登山口駐車場 

所感 

餓鬼岳ね。オーケー。常念山脈の北端に位

置する山。燕や常念のように好アクセスな

がら標高が低いので不人気なだけの山だろ

う。と思って入山すると痛い目にあう。登

山道は崩壊していて、橋などの人工物の半

分くらいは壊れている。人の気配もないの

で何かあった時が不安だ。またすぐ横に白

沢という沢が流れているので雨天時の通行

は無理だと考えた方が良い。そのことを承

知の上で、そのような雰囲気の山域が好き

ならば入山すべき山であろう。ちなみにこ

の日はアイゼンを持たずに行って、雪が出

てきたあたりで撤退してきた 
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北穂高岳 

<日程> 

10/23~24 

 

<メンバー> 

会３：大島 

会２：内藤 

 

<記録> 

7:00 上高地 BT 発 

9:30 岳沢小屋(敗退決定) 

12:00 上高地 BT 着 

 

<所感> 

入山前から雪が多いことは分かっていた

が、予想通りかなり雪があった印象であっ

た。 

今回は秋山装備であったため、無理せず岳

沢小屋で敗退を決めた。 

北穂高小屋は個人的にすごく行きたかった

ので、来年にリベンジと言う事で。 

兎にも角にも、雪化粧した穂高が見れて冬

のモチベーションが高まったので良しとし

ましょう。 
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11 月 

烏帽子岩左稜線 

日程：11/3 

行動記録：6:30 駐車場発 7:30 取付 

14:30TO 15:20 取付 16:00 駐車場 

メンバー：河内・大島・坂井(3) 

 

初の全員集合同期山行。内容は簡単な歩き

がメインのクライミング。ハイライトは、

途中のハンドクラックと最後のチムニー。

ワイドは面白い!! 

 

明星山 P6 南壁  

左岩稜・フリースピリッツ 

2021 年 11 月 13-14 日 

 

11 月 13 日 

0810 駐車場発 

0900 (～準備)登攀開始 

1530 下降路入口 

1635 駐車場着 

 

14 日 

0510 駐車場発 

0540 (～準備)登攀開始 

1550 下降路入口 

1630 駐車場着 

 

アプローチは駐車場すぐのガードレールか

ら沢方向へ伸びる踏み跡を辿る。河原に降

りたら西にすぐでチロリアンを渡らせてあ

る岩があるのでそこから岩壁基部まで。 

左岩稜は 3 ピッチ目で易しくてダイナミッ

クなエイドクライミングを楽しめるルート

だ。下部 2 ピッチは脆く靴に泥がついてる

と滑って怖い。上部 4 ピッチ目以降は印象

があまりない。デプローチ道に合流するま

でタラタラと長くて面倒。デプローチは急

でドロドロで歩きづらい。 

フリスピは全体を通してボロい。落石は落

とすのも落とされるのも注意したい。プロ

テクションもボロい。各終了点はボロいな

ら適宜補う必要がある。なんちゃらトラバ

ースは高度感抜群の気持ち良いピッチだ。

デカい壁の中にいることを感じられる。 

近さゆえにゲレンデ感が出てしまっている

のが否めないが、その内容は不確定要素が

多く、また大きい壁ゆえのメンタリティが

必要だ。プアな支点での敗退も容易ではな

いだろう。自信をもってそれでいて丁寧な

クライミングができないと多分楽しめない

と思う。気軽に取り付く壁ではないという

ことは覚えておこう。 

でも、あれだけの壁だ。日本でもこんなに

近くでビッグなスケールの中でクライミン

グができるのは、最高に素晴らしい。1 度

は体験したい壁だろう。そして世界へ…！ 



25 

 

 

妙義山 木戸壁右ルンゼ ルート 

・相馬岳北稜 

期間 

2021.11.13-11.14 

メンバー 

坂井 CL (3) 内藤 (2) 

記録 

DAY1 

9:00 駐車場発 

9:30 取付 

11:00 松の木 

12:10 TO 

14:00 取付 

16:00 ちょうずの頭 

17:15 国民宿舎 

DAY2 

4:00 起床 

5:00 発 

5:20 取付 

8:50 56 のコル 

11:30 p12 

13:20 相馬岳 

15:20 登山口 

所感 

7 月に行った時は、僕の脚の怪我やヒルが

大量にいるわで無念の敗退を喫したわけだ

が、今回はそのリベンジマッチと、内藤の

アルパインリードデビューということで再

度計画を出した。結果はどちらの目標も果

たせた。木戸壁は乾いていれば、支点も確

実で、岩も硬く快適である。相馬岳北稜

は、たまに壁登りの尾根バリルートという

雰囲気だった。壁あり歩きありなので、イ

メージとしては北鎌尾根のような感じだろ

うか（行ったことないけど）。承認時にも

2 人でいくことについて検討したが、確か

に有事の際はエスケープの難しいルートで

はあった。核心の p12 は鎖があれば特に難

しいことはないが鎖がしっかりと降りてき

ていない場合があるので注意が必要であ

る。その場合は#0.3 のカムに本気の A0 で

越えることができる。この時期はヒルがい

なくて快適だが、それゆえにヒトはうじゃ

うじゃいるので早い時間に取り付くことを

おすすめする 
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12 月 

富士山吉田口ルート 

日程：12/2 

メンバー：川地(4/L)、竹田(4)、内藤(2) 

天気： 晴れ 

 

行動記録 

2：50  北口本宮富士浅間神社発 

4：45  馬返し 

8：00  佐藤小屋 

11：00 2900ｍ付近で撤退 

12：25 佐藤小屋 

13：50 馬返し 

15：50 神社 

 

佐藤小屋手前あたりから登山道が凍ってい

たのでアイゼンをつけた。標高 2800m ぐら

いで川地の体調が悪くなり始めた。ペース

も露骨に遅くなり、頂上に行くのは時間的

にも体力的にも厳しいだろうということで

撤退した。2800～2900ｍでは風はそんなに

強くなく、3000ｍ以上でもおそらく上級生

なら十分歩けていただろうと思う。良いコ

ンディションの日を逃してしまったと思う

と、非常に悔しいね。 

 

 

八ヶ岳 西面登攀 

日程）2021 年 12 月 4-5 日 

メンバー）原田(会 5)／竹田(会 4)／坂井

(会 3) 

 

12 月 4 日 

5:50 八ヶ岳山荘駐車場発 

6:40 美濃戸山荘 

8:10 赤岳鉱泉 B.C.設営 

9:05 発 

9:30 裏同心ルンゼ F1 取付き 

10:10 登攀開始 

13:40 大同心稜 T.O. 

14:15 小同心クラック取付き 

18:20 横岳 T.O. 

19:20 地蔵尾根分岐 

20:00 行者小屋 

20:20 B.C. 

 

5 日 

6:40 B.C.発 

7:50 文三郎尾根上主稜取付き 

8:30 登攀開始 

13:45 赤岳山頂 T.O. 

14:30 行者小屋 

14:50 B.C.(撤収開始) 

16:05 赤岳鉱泉発 

17:35 八ヶ岳山荘駐車場着 

 

裏同心ルンゼは結氷が良く、快適。坂井も

無事アイスデビュー。そのまま小同心へ継

続したが、登攀中ロープがスタックしたり

何なりで気付けばヘッデン登攀に。だんだ

んガスってきて大変。下降でのアクシデン

トを考慮し、登り切って確実に分かる登山



27 

 

道を利用し無事ベースへ帰幕。久々に悲壮

感あってちょっぴり楽しかったり。反省。 

2 日目はフリーソロの馬目さんと合流して

赤岳主稜へ。坂井の冬期登攀デビュー。晴

れて気持ちの良い一日になった。 

 

 

八方尾根 

日程：2021/12/4-2021/12/5 

メンバー 

会 1 加藤・和田 

会 2 内藤 

会 3 大島・河内 

会 4 川地 

 

行動記録 

12/4 

11:55 黒菱林道冬季ゲート 

14:40  1550 m 付近尾根幕営 

 

12/5 

5:00  起床 

6:10 幕営地発 

6:45 黒菱平 

7:15 撤退決定 

9:45 黒菱平発 

10:00 幕営地着 

11:40 幕営地発 

12:50 黒菱林道冬季ゲート 

 

1 日目 

 八方尾根スキー場の入山口へ続く最後の

リフト, グラートクワッドリフトは, 環境

省の職員が視察に来て積雪が十分で環境に

負荷を与えないことを確認しないと営業で

きないようである。その間八方尾根スキー

場はグラートクワッドリフトを動かせず, 

ゲレンデを歩くのもやめていただきたいと

のことで入山できないということがわかっ

た。係員に見つかったら入山できない可能

性があるため, 闇夜に紛れて入山すること

にした。圧雪車との接触事故には十分注意

が必要である。圧雪車が動いているようだ

ったら, 明るくなるまで行動しないつもり

であった。3:30 にボックスに集合したが, 

出発時車のバッテリーがあがっていたため

エンジンがかからないことがわかった。

JAF を呼んで対応したが, 八方尾根の駐車

場にこのまま一晩置いたらまたバッテリー

が上がってしまう可能性があるとのこと

で, バッテリーを購入してから入山するこ

とになった。そのため入山時刻が 12 時近

くとなった。 

 黒菱林道をひたすら歩き, 林道に面して

いるまだオープンしていないゲレンデのリ

フト下をひたすら登っていきアルペンクワ
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ッドリフトの乗り場近くにでた。このゲレ

ンデは未整地であったが, 雪崩れるような

積雪状況ではなかった。積雪状況によって

は注意が必要かもしれない。その後尾根上

を行き, 尾根に乗ってすぐの 1550 m 付近

で幕営した。 

2 日目 

 夜にかなりの積雪があったようであった

ため雪崩に注意してすすむことにした。ア

タック装備で幕営地を出発して 1 ピッチか

からずに黒菱平に着いた。黒菱平から再び

尾根に乗るところで樹林も少なくなってお

り雪崩そうな斜面であったため, 弱層テス

トを実施した。弱層テストはコンプレッシ

ョンテストを実施した。手首から数回叩く

だけでせん断しなかったが雪柱に亀裂が入

った。しかし肘から叩くと上層から 10 cm

と 75 cm 付近でせん断した。コンプレッシ

ョンテストは 3 回行ったが同様の結果とな

った。6 人という人数を考慮して撤退を決

定した。その後黒菱平で雪洞をほったり, 

イグルーを作ったりした。幕営地に戻り, 

一部の上級生は土のう懸垂, 全員でクロス

サーチを行った。往路を戻り, 黒菱林道ゲ

ートまで戻った。 

 入山前からさまざまな困難に襲われた山

行であった。無理やり充実させたがそれで

も不完全燃焼であった。 

 

ジョウゴ沢アイスクライミング 

日程）2021 年 12 月 8 日 

メンバー）虎之介(学士)／竹田 CL(会 4)／

大島(会 3) 

0510 八ヶ岳山荘駐車場発 

0550 美濃戸山荘 

0750 赤岳鉱泉(休憩) 

0830 赤岳鉱泉発 

1025 撤退(F3 ゴルジュ内) 

1105 赤岳鉱泉(休憩) 

1150 赤岳鉱泉発 

1240 美濃戸山荘 

1320 八ヶ岳山荘駐車場着 

2 日前から雪が降り続けていたようでどラ

ッセル山行だった。F1 はジョバジョ 

バで右側が辛うじて雪の下のグズ氷を駆け

上がれる程度。F2 は絶望的な結氷の 

ため右岸から巻く。F3 ゴルジュもほぼ結

氷してなくて雪だけすごくてなんか大 

変だった。乙女の滝を望遠して結氷悪そう

で天気も悪くて、みすみす引き返し 

てきた。 

まあたまにはこういうアクティブすぎるレ

ストもいいものだ。山に入るだけで 

健康になる 
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八ヶ岳(中山尾根・赤岳主稜) 

日程：2021.12.11~12 

メンバー： 

原田(5)河内(3/L)大島(3)内藤(2) 

行動記録 

12/11 6:20 駐車場 10:25 行者小屋 

12/12 3:00 行者小屋 14:55 駐車場 

 

現役留守の永山が何故か入山していたため

に救助体制が機能しておらず、登攀は止め

た。行者小屋までは大丈夫だろうというリ

ーダー会判断で入山する。特に何もない一

日。二日目は河内・原田で中山尾根、大

島・内藤で赤岳主稜に行った。充実感のあ

る内容であった。現役留守を受けたからに

はそれなりの責任があることを今後受ける

方は肝に銘じていただきたいと思います。 

 

霞沢岳 

期間 

2021.12.11-12.12 

メンバー 

川地 (4)、竹田 (4)、坂井 (3) CL、加藤 

(1)、和田 (1) 

記録 

DAY1 

8:00 発 

9:05 砂防事務所 

11:40 JP 

テント設営後 13:15 までセックン 

DAY2 

4:00 起床 

5:05 発 

7:20 岩峰 

8:40 上 

9:15 山頂 

9:55 懸垂点 

10:25 岩峰下 

11:05 テン場 

11:55 テン場発 

13:05 砂防事務所 

14:05 坂巻温泉 

所感 

昨年も霞沢岳西尾根に行っているので大体

はそれとの比較となるが、今年は雪が少な 

かった。今年は後立山をはじめとした各所

で大雪と言われているが、殊、霞沢岳にお

いては寡雪だった。取り付きから少し登っ

たところまでは藪が出ていた。雪が少なく

締まっている上に、トレースもあったので

例年より早く JP 付近のテン場に到着し

た。2 日目は標高が上がるほど視界は悪く

なり、頂上の眺望は皆無だった。岩峰は冬

合宿の練習ということで FIX 工作して通過

したが特に問題はなかった。合宿でもあれ

くらいの場所で 1 年生を確保するであろう

場所なのでとても良い予行練習になったと

思う。 
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広河原沢右俣(クリスマスルンゼ/ポ

ストクリスマスルンゼ) 

0600 舟山十字路 P 

0650 二俣 

0810 クリスマスルンゼ基部(クリスマスル

ンゼ登攀) 

1240 ポストクリスマスルンゼ 

1650 クリスマスルンゼ基部 

1730 二俣 

1800 舟山十字路 P 

 

クリスマスルンゼはアプローチ 2 時間ほど

と近くて練習場にとても良い。大滝も中央

やや左の弱点となる凹角を登ればさして難

しくはない。あとはトップロープで好きな

ように登れば初心者は充実するだろう。 

クリスマスルンゼ真向かいのポストクリス

マスルンゼを詰めると 10m ほどの幅細め

でそこそこ立っている見栄えのする滝が現

れる。一見ボロそうに見えたが勇気を出し

てトライすると意外と結氷良く、スクリュ

ーもそれなりに効いていたと思う。こちら

もトップロープをかけて遊ぶ。180 以上の

長いスリングが数本あると支点構築に困ら

なくて良い。 

ゲレンデアイスの時は、特にトップロープ

で遊ぶ場合は、ドライ加工の施されたロー

プを使用しないと凍りついて径が 1.5 倍ほ

どに肥大化し、ビレイデバイスを通過しな

くなってしまうという大変なアクシデント

に見舞われるので注意。針金のように使い

物にならないただの重たい物体と化してし

まう。 

次は武藤返しの滝でも遊んでみたい。 

 

尾勝谷塩沢左俣 

日程）2021 年 12 月 22 日 

メンバー）馬目弘仁(学士山岳会)、竹田

(会 4)、河内(会 3) 

 

0430 戸台工事ゲート 

0610 本谷/塩沢二俣 

0820 塩沢右俣/左俣二俣 

0900 F2 取付き 

1520 稜線 T.O.(丹渓新道出合) 

1610 南アルプス林道出合 

1905 戸台工事ゲート 

 

朝 3:00 に松本を出発して、高速を使って

戸台まで。戸台の林道は崩壊のため工事が

続いており、仙流荘の上流側約 1km ほど

のところに工事用のゲートが設置されてい

る。ゲート手前の路肩に駐車して出発。キ

レイなトンネルを抜けて少しで林道が河原

へ下りていく方向へ分岐しており、河原方
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向へ。ずーっと河原を遡行して途中でかい

堰堤を、あり得ない歩幅の階段を登って越

える。僕らは左岸から越えたが右岸からも

越えられるようだ。この辺りは地形図に出

ていない林道跡を辿っていける。途中かな

り立派な石灰岩の岩壁を見ながら延々と遡

行をしていき、右俣/左俣二俣を越えて少

しでなかなか迫力のある F2 が現れる。こ

こで登攀装備に切り替えてクライミング開

始。F2 は竹田リード。4,50m ロープを伸

ばして無事トップアウト。弱点を突いて登

ればせいぜいⅣ級くらいだと思う。終了点

は左岸側の立木から取れる。河内がフォロ

ー中にスクリューを落としたみたいだが馬

目さんが回収してくださった。続く F3 は

F2 よりもかなり短いが傾斜は増す。ここ

も竹田リード。F3 以降は小粒な滝が連続

して飽きない。気づいたら F2 に次ぐスケ

ールの F10 が現れる。河内がリードを懇願

し、見た目傾斜も緩いので、GO サインを

出す。丁寧に時間をかけて無事トップアウ

ト。ナイスリードでした。F10 でほぼ終わ

りかと思えば、稜線近くまで小粋な滝が連

続する。一ヶ所数 m 垂直な滝が出てき

て、馬目さんが先行し、長スリングを連結

して竹田と河内の荷物を引き上げ、その後

フリーで 2 人とも抜けた。河内はここが一

番怖かったようで足が切れた時には僕もヒ

ヤッとした。怖い時は確保して欲しいと言

う勇気も必要だろう。 

滝が無くなってくるとあとは藪漕ぎラッセ

ルを 1 時間弱こなし稜線へ。3 人でがっち

り握手をしてトレースのついた丹渓新道を

爆速で下る。ピンクテープが豊富にある

が、トレースが無かったり暗かったりする

と迷いやすいようだ。日が暮れるよりもず

っと前に余裕をもって林道に下り立ち、ひ

たすら長い南アルプス林道をお喋りしなが

ら戸台まで下った。 

それにしても、最高に楽しい山行だった。

やはりアイスをやるなら上まで抜けるアル

パインアイスが好きだ。こんなに充足感と

興奮に満たされた山行は久しぶりで、やっ

ぱり僕は山が好きだと思った。 

馬目さん、お付き合いいただきありがとう

ございました。 
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1 月 

宝剣岳極楽尾根 

日程：1/8~10 

メンバー 原田(5)、竹田(4)、河内(3/L) 

初日: 

駐車場～上松尾根～玉ノ窪小屋 BC 長い長

い尾根だった。特別展望がある訳でもなく、

やたらずぼるし、荷物はそこそこあるしで

ひたすらに遠く感じた。 

 

2 日目: 

沈殿極風かつ低音かつ極楽尾根が西面とい

うこともあり、次の日に望みをかけて沈殿。 

そうやすやすと極楽に辿り着いては、あり

がたみが減るというものだ。 

 

3 日目:玉ノ窪小屋～宝剣山荘～極楽尾根取

り付き～極楽平～宝剣岳～玉ノ窪小屋～上

松尾根～駐車場 

 

3:30 に起床し出発する。風は無い。月明か

りでヘッデンはいらないくらいだ。快調に

歩を進め、5:20 には取り付きへ。 

取り付きまでには A 沢を下降。 

下りて行き、左手に尾根の末端で崖になる

ところを過ぎ、左側を見上げると二股に分

かれているルンゼが取り付きとなる。ルン

ゼをノーロープで登り二股右を少し上がっ

たところからロープを付けた。そこから

60m いっぱいでリッジに到達。 

さらに60m伸ばすと第一ピナクルの基部手

前に着いた。さらに 60m 伸ばして第一ピナ

クルを巻き、コルに到達。さらにさらに 60m

を 3p 伸ばして懸垂点に辿り着く。5m ほど

懸垂したら、ほどなくして核心の三角岩峰

へ。三角岩峰も 60m いっぱいで抜けた。 

アイス部分に突き刺したり、トルキングを

きめたりと非常に楽しいピッチだ。三角岩

峰を登りきるとようやく太陽を拝む。あっ

たかい。そこからはコンテで登り 13:15 ご

ろ極楽平にトップアウト。無風快晴温暖快

適な登攀。極楽。 

TO 後は宝剣をサクッと登り、ベースへ戻

り撤収。下山する。帰りもまぁ長い上にずぼ

るずぼる。 

さっきが極楽なら、こっちは地獄。 

現世にワカン履くことサボってアイゼンの

まま行ったやつが落とされる地獄。さぼら

ない方がいいよ。 

 

 

爺ヶ岳・白沢天狗尾根 

日程：1/8～1/10 

メンバー：川地(4/L)、大島(3)、坂井(3)、

和田(1)、加藤(1) 

 

行動記録 

1 日目 天気：晴れ 

7:40   爺ヶ岳スキー場発 

12:40  白沢天狗尾根との合流地点で Fix 

13:50  Fix 終了 
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15:00  小天狗 T.S 

今山行は白沢天狗尾根の枝尾根を登りで使

用した。白沢天狗尾根の末端は大町温泉郷

付近にあるらしい。枝尾根はピンクテープ

が豊富で迷うことはないでしょう。Fix では、

雪がグズグズの雪壁であったためリードは

怖かった。 

 

2 日目 天気：曇り→晴れ 

4:00   起床 

5:35   出発 

10:00  東尾根との JP で撤退 

10:30  JP 手前の斜面で T.S. 

最中雪で中々ラッセルが進まない 1 日であ

った。本日の行動予定では爺ヶ岳南尾根の

JP まで行く予定であったが、風による視界

不良と雪崩の危険を考慮して中断した。 

 

3 日目 天気：快晴 

5:00   起床 

6:30   出発 

8:00   爺ヶ岳本峰 

8:30   爺ヶ岳南峰 

9:30   南尾根 JP 

11:15  柏原登山口 

12:40  日向山ゲート 

朝からド快晴。頂上では雲海を拝むことが

できた。今回の山行では 3 日かけて行程を

通したが、2 日目のコンディションがもう

少し良ければ 2 日で行程を通せていたと思

う。白沢天狗尾根の末端から取りついたら

3 日かかると思いますが。 

 

常念岳東尾根 

日程 2022/1/14 - 2021/1/15 

メンバー 

会 1 加藤 

会 2 内藤（CL） 

会 3 大島 

会 4 川地 

行動記録 

1/14 

7:35 ゲート 

8:35 高瀬川線 No. 63 東尾根取り付き 

10:00 1328 m ピーク 

13:20 1955 m ピーク 

14:15 2178 m ピーク手前 2050 m 付近幕

営 

1/15 

5:00 起床 

6:25 幕営地 発 

6:35 2178 m ピーク 

8:45 前常念岳 

9:15 常念岳 

9:30 常念岳 発 

10:00 前常念岳 

11:15 2178 m ピーク 

11:20 幕営地 着 

11:50 幕営地 発 
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12:20 1955 m ピーク 

13:10 1328 m ピーク 

13:45 高瀬川線 No.63 

14:30 ゲート 

1 日目 

 天候が悪いが, 樹林帯であるので問題は

なかった。ほりでーゆ付近のゲートの前に

駐車スペースがある。林道を道なりに進む

と高瀬川線 No.63 という看板が示す送電鉄

塔の巡視路があるのでその巡視路を鉄塔ま

で進み尾根に取り付くとよい。尾根は踏み

跡が明瞭についており, さながら夏道のよ

うである。尾根に雪が少ない早い時期は, 

鉄塔を過ぎてから少し藪こぎがある。雪が

少ない場合は, 大天原付近から北側に伸び

る登山道を用いて尾根にとりつくとよいと

思われる。今回は, 鉄塔巡視路から尾根に

取り付いた。ひたすら尾根を忠実にたどる。

危険箇所等は特にない。この時期はトレー

スが明瞭でよく固まっておりラッセルはな

かった。トレースを踏み外すと若干沈むが

問題ない程度であった。この時期,この積雪

量では笹薮に苦しめられることはなかった。 

2 日目 

 天気は快晴でよい天気であった。アタッ

ク装備で常念岳をピストンした。出てくる

岩峰は基本的に北側を巻く。ルートファイ

ンディングが必要である。今回はロープを

出すことはなかったが, 1 年生は特にアイゼ

ンワークに注意が必要があると思われる。

赤旗は必要である。天気, 視界がよければ

気持ちの良い登りである。往路をそのまま

注意して下山する。幕営地に戻り装備を撤

収して下山した。1 月になると人が多く入

り, また常念岳は積雪が比較的少ないため

他の山行と比較し, 軽めの山行になりやす

いと思う。条件次第では日帰りも可能であ

ると思う。 

 

北八ヶ岳 北横岳 

日程）2022 年 1 月 14 日 

メンバー）竹田 CL(会 4)、村本和音(部外) 

 

高校山岳部時代の後輩の雪山デビューにご

一緒させていただきました。ロープウェイ

で坪庭まで行って、北横岳をピストンして

帰ってきました。坪庭はなんだか荒涼とし

ていてユニークな景観でした。後輩も楽し

そうにしてくれて、僕も嬉しい限りです。 

冬の山はどこだって気持ちが良いものです

ね。 

 

妙高山外輪山縦走 

日程）2022 年 1 月 15-16 日 

メンバー）竹田 CL(会 4)／河内(会 3)／和

田(会 1) 

 

1 月 15 日 

0835 関温泉スキー場第 2 駐車場発 

1605 神奈山 

1630 T.S. 
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16 日 

0425 T.S.発 

0605 大倉山 

0620 大倉乗越 

0725 三田原山 

0935 赤倉山 

1250 池の平スキー場 

 

冬の妙高。なんとも重たい響きだ。そんな重

たい雪に溺れに行くラッセル山行を企画し

ました。記録は無し、妙高主峰に登らずただ

その周りをぐるっとするだけだが、地形図

上ではなかなかのナイフリッジが楽しめそ

うだ。 

初日はやはりずっとラッセルで疲れた。雪

崩斜面ではロープを積極的に出した。なん

とか神奈山を越えられた。 

翌日、リミットを決めて行動続行。期待通り

雪がしまってサクサク進める。朝焼けでピ

ンク色に染まっていく世界が気持ち良い。

妙高はデカくてカッコいい。雰囲気は最高。 

赤倉山周辺は拍子抜けするほど簡単だった

が、一箇所懸垂した。一年生は踏み締められ

たトレースを歩くよう指示すればナイフリ

ッジでもロープレスで通過できるだろう。 

下りのリフトは乗れないと断られたので、

ワカンで圧雪されたスキー場をトボトボ歩

く。スキーヤー下りるのはええなぁなんて

羨望の視線を投げ続け、気付いたときには

僕らも下りていた。 

なお交通のお話しだが、池の平温泉スキー

場から関温泉スキー場第 2 駐車場は高原タ

クシーを利用して 6,400 円。2 台で行って

デポするのとどちらが安いかは要検討。 

 

七倉岳南尾根 

日程）2022 年 1 月 18-20 日 

メンバー）竹田(会 4)、徳枡達也(部外)、後

藤希介(部外) 

行動記録） 

1 月 18 日 

0500 葛温泉ゲート路肩 P 発 

0630 高瀬ダム下取付き 

1555 P1888m 手前 T.S. 

 

19 日 

0725 T.S.発 

0735 P1888m 

1500 天狗の庭 

1530 船窪小屋 

1600 七倉岳山頂 

1610 船窪小屋 T.S. 

 

20 日 

0715 T.S.発 

0830 天狗の庭 

1230 七倉尾根登山口 

1305 葛温泉ゲート P 着 

 

来年度黒部横断を計画してるメンバーでの

初山行。以前から地形図で気になっていた
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尾根だったが、藪漕ぎと急雪壁の登高が主

たる内容で岩要素は比較的少ない。ルーフ

ァイや樹林帯でも発達する雪庇などの処理

が肝となる。登り自体は難しくはないが、か

と言って易しいわけでもないので、初心者

同士の入山は控えるべきだ。 

僕らは結局一度もロープを出さなかったが、

出すとしてもプロテクションはスリング類

のみで十分。ボリュームのある尾根登高が

楽しめる。天気が良ければ、振り返った先に

槍が見えると思う。 

帰りは七倉尾根から。危険箇所は特にない

が、雪が多いとテープが埋まって、道がわか

らなくなるので注意。 
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2021 年度 

城ヶ崎海岸グラウンドフォール事故

報告書 

文責：河内晧亮 

 

はじめに 

 この度、城ヶ崎海岸ファミリークラック

エリアにてグラウンドフォールという重大

な事故を起してしまった。今後、このような

事故を起こさないため、また、起こさせない

ために報告書を作成し後世に伝える。 

 

事故概要 

事故発生日時：令和 3年２月 16日(火)13:55

分頃 

事故発生現場：静岡県伊東市城ヶ崎海岸フ

ァミリークラックエリア 

事故発生ルート：マザークラック(5.10c) 

メンバー：会 3 河内晧亮(クライマー/事故

者)・会 4 竹田昴(ビレイヤー) 

 

事故現場状況 

・天気快晴。気温 7 度程度。風３m/s。 

・落下地点は海岸特有の削られた30㎝～50

㎝程度の岩が多数あり、土の地面はない 

・岩は安山岩質溶岩が分布。岩は硬いが上

部は少し脆い 

 

事故状況 

・当ルートはクラックメインのルートにあ

たり、支点は全てカムまたはナッツを使用

することになる。核心部分は上部にあたり

支点はクラックを用いるものの、登る壁は

フェイス的な登りを要求させるものである。 

・使用カムについては写真２のとおりであ

る。右から順に設置していった。 

・下部のクラックセクションについては問

題無くリードを行い、下からキャメロット

＃0.4、＃0.75、＃0.4 と順調に設置していっ

た。ここから胎内と呼ばれる体がすっぽり

と入ってしまうフレークにてレストしつつ、

キャメロット＃１を設置する。ここで設置

する際にルートの特性上どうしてもロープ

の流れが悪くなってしまうために 60 ㎝ス

リングを用いてロープの流れを配慮する支

点を構築した。(写真１参照) 

・胎内から出て３ｍ程上部に核心部分があ

る。そこに取り付く前に指の入らない右上

するクラックがあるためにキャメロット＃

0.3、＃0.2 の順で 15cm の間隔で設置を行

う。私の考えでは、ミニサイズのカムのため

に落下衝撃が加わると抜ける恐れがあると

判断し、2 本のカムにて固め取るという設

置の仕方であった。(写真１参照) 

・最終支点から１ｍもいかない程度ロープ

を出し、核心部分へ取り付く。右手をサイド

カチ、左肩をちょっとした凹角部分に入れ、

左手でホールドを探していた。左足は右手

とほぼ同じ高さのハイステップにて核心部

分を乗り上げるムーブであった。しかし、足

が抜けフォール。そのまま固め取っていた

キャメロット＃0.2、＃0.3 が順に抜けその

ままグラウンドフォールした。 

・落下距離は 12ｍ程。右側面からほぼ全身

同時に接地した。 

・外傷は、落下時に右手が保持していた岩

によるものと予想される裂傷が見られた。

内傷は、打ちつけたときによるものと予想

される踵の打ち身と右手親指付け根の打ち
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身が見られた。外傷についてはその場で水

による洗浄を行い、後にガーゼで保護した。

また、痛みが強かったためロキソニン 1 錠

を 17 日０時頃服用した。 

 

 

：支点の位置  ：落下点 

 

事故後の行動 

打ちつけたことによる痛みがあったために

数分、悶え苦しむ。痛みが引いてきたため数

ｍ離れた所にて河内は休む。河内が冷静に

なってきたころに竹田は支点回収のためふ

み跡をたどり、ルート上部から木を支点に

懸垂でカム等の回収を行う。支点回収同時

に河内は現場の保存のためルート、設置し

たカム、外傷状況等を記録に残す作業を行

う。竹田が回収を完了したのち、帰るために

片付けをしつつ行動食などを食べ、河内の

様子を見る。意識もはっきりし痛みも歩け

ない程度ではなかったために 15:35 頃下山

開始、15:55 頃下山を完了した。事故後 1 ヶ

月ほど脇腹周辺に軽い痛みが残るため外科

医院に行くと右あばら骨が 1 本折れている

とのことだった。繋がり始めているので特

に処置はしなかった。 

写真１ 

写真 2 
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事故原因 

・カムの設置技術の未熟さ 

・支点間隔が広いこと 

・岩質が比較的カムが外れやすく、また、海

による塩が岩についていた可能性があるこ

と 

・ルート自体、過去に事故(死亡 2 件・重症

1 件)があったにもかかわらず取り付いたこ

と 

・振られて落ちたためにカムが歩いたこと 

 

以上の要因が考えられる。 

 

反省と対策 

① 支点設置について 

キャメロット＃0.2 と＃0.3 の設置について、

設置が甘いものであったと反省する。具体

的に挙げるとまず、核心部へ突入する前の

最終支点の位置が低くかったために落下時

に強い衝撃が加わり外れたことが考えられ

る。#0.2 は特に耐荷重が 6kN と比較的落下

を想定しているとは言い難い。そのために

核心部すぐ手前に＃0.2 を設置するか、もう

一つ支点を設置し、最終支点にかかる落下

荷重を最低限に減らす対策が必要と考える。 

 

 

② ウオーキングついて 

ルート斜め上から振られるように落ちたた

めに最終支点に重力方向とは別に横方向に

強い力がかかり、テコの力で奥へ入り込む

ようにウオーキングしたことが考えられる。

奥に入り込んだ場合に僅かなクラックの広

がりによりカムが外れた。また、可能性とし

てルート上に塩が付着し摩擦抵抗を小さく

していたこともあり得ると考える(④城ヶ

崎海岸という地形について)。対策として振

られると予想される箇所は振られる方向へ

カムを設置することが有効であろう。今回

の場合は固め取りのため最終支点を振られ

る方向へ、2 番目の支点を重力方向へ設置

することが対策として考えられる。 

 

③ ルートについて 

フリークライミングという特性上、ルート

の下調べをあまり行っていなかったがルー

ト・エリアの事故については事前に調べる

べきと反省する。特に今回取り付いたルー

トは過去 2 回の死亡事故、1 回の重症事故

が発生している大変危険なルートであった。

改訂版の日本 100 岩場には R やXといった

表記はされてはいなかったがネットで簡単

に検索すると直ぐに出てくる。対策として

「日本フリークライミング協会」が事故や

支点について Facebook にて情報を掲載し

ているためルート名と合わせて検索するこ

とを勧める。 

 

④ 城ヶ崎海岸という地形について 

城ヶ崎海岸というエリアについて理解がも

う一つ足りなかったことを反省する。とい

うのも城ヶ崎海岸は過去にいくつもの事故

が生じているからだ。城ヶ崎海岸特有の原

因として、まず、海岸に位置するために塩が
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ルート上に付着していることが考えられる。

塩という細かい粒子がカムを滑らせるから

だ。また、下地が海岸特有の岩であるという

ことも考えられる。グラウンドフォールし

た場合、土と比べて衝撃吸収が小さく体へ

の負荷が大きいからだ。対策として今後、フ

リークライミングに行く場合、そのエリア

について地質や場所を下調べし行くべきで

ある。特に海岸は一般的なエリアとは異な

りボルトの腐食や潮の満ち引きにより取り

付くことが不可能な時間帯もあるためによ

く調べることが安全に繋がる。 

 

事故者のことば 

(河内晧亮/事故者) 

落ちるまで自分は事故を起こさないし山で

は死なないだろうという根拠の無い自信が

どこかにあった。しかし、事故は起きた。限

界まで粘り落ちたあと、そのまま地面へ自

由落下していた。怖い・死ぬと感じる暇もな

く体中に衝撃が走っていた。「止まらない」

その感触は今でもはっきりと覚えている。

落ちたあとは、特別寒いわけでもないがし

ばらくは体の震えが止まらなかった。しか

しながら、意外にも頭は冷静であり事故後

の対応として何を記録すればよいのか、ど

のように処理を行えばよいのか落ち着いて

考えていた記憶がある。頭は冷静であり、体

は怖がっていたのだろう。これらが生じた

要因は何であろう。一つの理由として日頃、

特に危急時訓練を行い、事故への対応を予

習していたことと考える。皮肉なことでは

あるが、事故対応の大切さについて事故を

起して何のために学び・考え・訓練を行って

いるのか身をもって学んだのだ。これを読

む人にはもう一度、事故にあった時の対応

をシミュレートしてみてほしい。山で活動

しているときにはここで滑落したら、どう

いった対応ができるのか頭の中でイメージ

してみてほしい。その日頃のイメージトレ

ーニングがいざという時に役に立つと私は

思う。また、今回事故を起こしたことで支

点、特にリムーバブルプロテクションにつ

いて深く理解することができた。一つ、声を

大にいて言いたいことは基本的なことでは

あるが、よく岩を観察して欲しいというこ

とだ。クラックはパラレルだろうか、浮石は

ないだろうかといった事故要因となる原因

を登攀前、登攀中によく観察しできるだけ

排除するべきだ。 

最後に今回、事故を起こし、ご迷惑・ご心配

をおかけした全ての皆様に謝罪申し上げま

す。今、生かされていることに感謝し、事故

について反省し、さらなる技術向上に邁進

してまいります。 

 

(竹田昴/ビレイヤー) 

ビレイをしている手に伝わるはずのテンシ

ョンの衝撃を感じることなく、上から落ち

てくる後輩をなす術なく目で追うことしか

できないこの感覚は、初めてではなかった。

赤石沢奥壁での事故のことが明瞭にかつ自

然に思い出された。 

果たして、私のビレイに問題があったのだ

ろうか、と考えたりもした。かなりロープを

流せばマイクロカムに対する衝撃を最小現

に抑えられたかもしれない。しかし、その選

択は自分のビレイ技術やルート長に照らし

てもリスクが大きすぎる。 

参考までに私がやったことは、上の方で立

ち往生して今にも落ちそうな彼を見て、落

下距離を最小限にすべくクライマーにテン
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ションがかからない程度に弛みを除いたこ

とと、吹っ飛ばされないように壁際に寄っ

たことくらいで、当然にいつものビレイと

同じような対処である。 

問題があったのは、登攀直前に僕の同ルー

トのオンサイトトライを見た彼が、僕が怖

そうに登ってたのを見てトライを辞めよう

かと判断を渋っていた時に、「せっかくだし

やればいいじゃない」と焚き付けたことだ

ろう。彼が 5.10c のクラックを以前にオン

サイトしたということも知っており、トラ

イを勧めたこと自体は悪ではないと思う。

ただ、これではまるで赤石沢奥壁での事故

ではないか。 

最後に、今回の事故でご迷惑とご心配をお

かけした SAC のみんな、家族には、申し訳

ありませんでした。 
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